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会議結果報告書 

 

以下のとおり会議を開催しましたので、その結果を報告いたします。 

件  名 令和６年度 南島原市まち・ひと・しごと創生検討会議（第１回） 

日  時 
令和６年７月２３日（火）午前１０時００分から午後１２時１０分

まで 

場  所 西有家庁舎３階大会議室 

出 

席 

者 

委 員 １１名 

市・事務局 財政課長、政策班長、財政課担当、DX推進班長 

欠席委員 ４名 

会議次第 

１ 開 会 

２ 委嘱状交付 

３ 市長挨拶 

４ 会長挨拶（副市長） 

５ 概要説明（組織、会議等） 

６ 議 事 

（１）南島原市まち・ひと・しごと創生総合戦略の施策の効果検証 

について 

- 評価指標等の実績（資料１） 

（２）地方創生交付金事業の効果検証について 

- 交付金事業の取組実績と今後の方針（資料２、３） 

   - 道整備交付金事業の中間取組実績と今後の方針（資料４） 

   - 道整備交付金の概要と本市道整備交付金について 

（資料４補足） 

７ 閉 会 

会議資料 

資料１   総合戦略評価指標（目標）一覧（令和５年度実績調査） 

資料２   地方創生交付金事業実施調書（令和 5年度事業） 

資料３   地方創生交付金事業実績一覧 

資料４   地域再生計画（地方創生道整備推進交付金）中間評価 

調書 

資料４補足 地方創生道整備交付金の概要と本市道整備交付金に

ついて 

協議結果等 次頁以降記載のとおり 
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議事（１）南島原市まち・ひと・しごと創生総合戦略の施策の効果検証について 

－ 総合戦略施策の評価指標等の実績報告 

●総合戦略に基づく施策及び総合戦略全体の効果検証にあたり、施策の成果等につい

て各委員に意見聴取するため、資料１の内容を説明した。 

 資料１ 総合戦略に記載している評価指標（基本目標、重点業績評価指標）につい

て、目標と実績（達成状況）を一覧としてまとめた。 

●資料や説明を踏まえ、各委員から意見聴取をした。 

発言者 発言内容 

委員 
地場産業の１-１の新規就農者数について、市からの補助や技術支援

は、具体的にどのようなものがあるか。 

事務局 
新規就農や農業後継者支援については、認定新規就農者制度を策定し

ている。 

委員 
新規就農者の売り上げが出るまで、市からの支援を検討いただけない

か。 

会長 

新規就農者の支援については、認定農業者の団体を中心におこなって

いる。本市においては、認定農業者の数が少しずつ減ってきており、

後継者不足が課題となっている。 

委員 
外国人観光客が多いが、観光消費額や観光客数に反映されていない。

外国人の観光消費を遡及する政策をご検討いただければと思う。 

会長 
本市の課題として、消費する場所（ホテル等）が少ないことがあり、

施設の整備が必要だと認識している。 

委員 

令和５年度において、アニメ等とコラボを行ったが、アニメコンテン

ツを目的に来た人を喜ばせる場所が少ないと考えている。コンテンツ

を活かす受け皿を作ることで若者が南島原市を目がけて来ることにつ

ながると思う。また、日本人観光客の取り込みも行ってほしい。 

会長 
邪神ちゃんの放映をきっかけにリピーターの方は非常に増えている。

また、島鉄に協力いただき、ガイドツアー等も実施している。 

委員 

評価指標の推移を見ると企業誘致数が０と続いているため、やる意味

があったのかと疑問に思っているが、どのように事業を進めていった

のかお聞かせ願いたい。 

会長 

サテライトオフィスが完成したら立地をしたいという企業について、

当初、民間の方が事業を立ち上げていた時は５社あった。この事業が

頓挫したため、今後新たな事業者の方と相談していくことになると思

う。 

委員 移住者数について年齢構成や性別構成を教えて頂きたい。 

会長 
統計データは手元にないが、若い人から高齢者まで幅広く入ってきて

いる。 

委員 
南島原市において、初任給４２０万をクリアしている企業がいくつあ

るか。 

会長 専業農家で年収４２０万を超えている方は一定数いるかと思う。統計
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データとして取得できるかを今後確認してみる。 

委員 
創業促進補助金利用件数について、年間どれくらいの方が創業し、補

助金を利用しているか。 

事務局 

３０代から４０代の製菓や理髪関係で創業しようとされている方がい

た。２０代については、自宅の家業を受け継いで事業規模の拡大を図

る方も何人かいたが、そこまで多くはない。 

委員 

人材育成事業補助金活用については、若い世代の起業にも目を向けて

ほしい。長崎県がスタートアップ事業を行っているため、南島原市も

乗っかるといいのではないか。 

会長 

若者が定着するような企業が立地してくれれば一番いい。若者にニー

ズのある IT企業誘致の働きかけを行っているがなかなかうまくいか

ない。ミナサポで、若い人たちを本市に誘致してくれる形ができれば

ありがたい。 

委員 

アントレプレナーシップ教育（職業について調べたり、起業を体験し

たりする教育）は、これから小中学校レベルからやっていかないとい

けないと思っている。南島原のふるさと教育や環境教育の中で地域資

源を活かした起業について、市内の県立高校と連携することが必要に

なると思う。 

会長 

起業だけではなく、市の政策も若者の考えや発想を大事にすることが

必要である。翔南高校等には、本市の職員が出向いてふるさと教育を

行っているため、今後も続けたい。 
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議事（２）地方創生交付金事業の効果検証について 

－ 交付金事業の取組実績と今後の方針（交付金事業の効果検証） 

●令和５年度の地方創生交付金事業の効果検証にあたり、事業の内容や成果等につい

て各委員に意見聴取するため、資料２の内容を説明した。 

 また、地方創生交付金事業について、令和２年度からの事業費と交付金額の推移が

効果検証において必要なため、資料３を用いて説明した。 

  資料２ 令和５年度地方創生推進交付金を活用した７事業、地方創生拠点整備交付

金を活用した１事業、デジタル実装タイプを活用した３事業について、事業内容や取

組実績、今後の方針等をまとめた。 

  資料３ 令和２年度（前総合戦略の開始年度）から地方創生関係交付金を活用した

事業（事業費、交付額）を一覧としてまとめた。 

●資料や説明を踏まえ、各委員から意見聴取をした。 

発言者 発言内容 

委員 

事業番号３の「地域課題を地域力、外部人材、デジタル技術で解決す

る関わり、ひと、事業創出プロジェクト」について、アプローチがあ

った事業者の情報を可能な限り開示してほしい。 

事務局 
実際に補助金を利用していないため検討会議内で事業所名を出せない

という所管課の意向があった。 

委員 
補助金のハードルが高いという意味なのかニーズが合わなかったの

か、地域の人と相談しながら取り組んでほしい。 

事務局 
チャレンジ事業補助金の利用拡充について、所管課へ話をつないでお

く。 

委員 

事業番号４の「まちの変化を力にした地域内外の交流拡大・地域の賑

わい創出プロジェクト」について、自転車の貸出台数が多いが経済効

果や観光客誘致につながったのか。 

会長 
令和５年度の観光消費額は 40億 9200万で、前年に比べたらコロ

ナの影響が無くなっており、少しずつ観光客数も戻りつつある。 

委員 

事業番号２の「地方回帰と産業構造の変化を捉えた大規模人材還流プ

ロジェクト」について、新規漁業就業者がいるが、年齢や仕事につい

て把握しているか。 

会長 
おそらく養殖業をされている方で、若い方だと思う。養殖業をするた

めに、南島原市に県外から来ていると思う。 

委員 新幹線の開業前と開業後について、観光客の推移を把握しているか。 

会長 
私どもも手に入れたい資料である。私たちのところに新幹線の効果が

届いているのか把握できていない。振興局では把握できているか。 

委員 

データについて具体的に県の方から示されている資料はない。島原の

方に少し増えているという話は聞くが、今後諫早駅などで動向を聞く

のも良いかと思う。島原半島三市においては新幹線の効果をあまり感

じていないことが振興局の肌感としてある。 
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委員 

事業番号６の「地域の農業資源を生かしたハイレベル人材創出型果樹

振興プロジェクト」について、研修終了後の就業支援や事業継承など

を含めた施策検討が必要だと思うが改善される傾向はあるのか。 

会長 
研修終了後の支援については、国や県、市を含めて、農林サイドで助

言をしていると思う。 

委員 

事業番号９の「キャッシュレス決裁」システムの構築事業について、 

MINAコインが使える電子マップの提示で利用促進が図れるのではな

いか。 

事務局 
今後、民間企業の支払いについて、普及を拡げていきたいと考えてい

る。 

委員 

事業番号１０の「電子地図システム構築事業」について、防災や観光

分野で活用してほしい。観光については観光協会や民泊との連携、防

災については、生徒がふるさと学習で活用しているため、市民の意見

を汲み取ってほしい。 

事務局 

移住を検討している方が市のホームページから地図情報を瞬時に確認

できるようなシステムを作りたいと思う。防災については、ハザード

マップを用いて、防火水槽や消火栓の位置を確認できる地図になって

いる。 

委員 
観光客向けの電子地図についても、柔軟性を持った対応をお願いした

い。 

事務局 
外向けに発信するものと中の業務の効率化の部分とを上手く連携した

形で進めたい。 

委員 
MINAコインについて、ＱＲコードを読み取るだけで決済ができるシ

ステムの構築は難しいのか。 

事務局 商工観光課と連携して行いたい。 

委員 

事業番号４の「まちの変化を力にした地域内外の交流拡大・地域の賑

わい創出プロジェクト」について、廃線跡地として昔の風景を想起で

きるように、駅名看板・過去の写真の設置などの取り組みができない

か。 

会長 
旧駅舎が残っている場所は、駅名の表示を行う。他にできることを検

討したい。 

委員 
昔の写真や景観を想起できる工夫が必要。ＱＲコードにスマホをかざ

し、ネットで説明書きが出る工夫も面白いのではないか。 

委員 

事業番号５の「若者に選ばれる畜産産地の実現で地域を活性化するプ

ロジェクト」について、ＫＰＩ（実績）と事業（目的）がどのように

結びついているか。 
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地方創生交付金事業の効果検証結果 

 

各事業の事業効果・今後の方向性は、所管課の評価・意向のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

畜産業で若者を定着させるには、所得向上が必要になっている。市の

事業は、畜産物を出荷する際に、市場価格が低い時に出さないといけ

ない農家に対して、価格が上昇するまでのコストを市が助成すること

で、高い時を選べる環境を作っている。そのため、必然的に農家の所

得向上につながり、後継者対策になっている。その成果として、市に

若者が定着すると良い。 

委員 
世界遺産センターと自転車歩行者専用道路の供用開始に向けて、振興

局としても何かできればと考えている。 

会長 

世界遺産センター事業については、イコモスの回答を待っている。自

転車歩行者専用道路や他の施設と連携を行いたい。今後、イベント等

も考えたい。 

委員 

自転車歩行者専用道路について、ＱＲコードを生成し、ウェブサイト

を作るのは、ミナサポを用いて教育という立場から行ったら良いと思

う。 

事務局 

自転車歩行者専用道路のイベントについては、電動キックボードの実

証実験を今年度行う予定である。９月から１０月に深江で商工観光課

とイベントの準備を行っている。 

委員 

事業番号５の「若者に選ばれる畜産産地の実現で地域を活性化するプ

ロジェクト」について、価格を選べるということだが、繁殖は難しい

ことが多く、後継者不足が深刻である。１０年後は現在の畜産農家が

いないと思う。また、ウクライナ問題や物価高騰で飼料の価格が上昇

し、厳しい状況である。若者に新たに畜産業へ就労して貰うには、既

存の補助金以外に、生活費や開業費の支援も必要ではないか。そうい

う面では南島原市はかなり厳しいと思う。 

会長 
畜産業だけではなく農業全体が高齢化している状況にある。本市の農

業の今後について、抜本的に考える必要がある。 
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地方創生道整備交付金事業中間年度の効果検証について 

 

地方創生道整備交付金については、中間評価調書に示した内容で報告する。 

 

その他 

発言者 発言内容 

委員 
観光関係について、インバウンド観光客の誘客のためにオルレを復活

させてほしい。 

 

 

閉会 
 

議事（２）地方創生交付金事業の効果検証について 

－ 道整備交付金事業の中間取組実績と今後の方針  

●道整備交付金の中間年度における効果検証にあたり、施策の成果等について各委員

に意見聴取するため、資料４と資料４の内容を説明した。 

 資料４ 地域再生計画（地方創生道整備推進交付金）について、目標と実績（達成状

況）、事業の進捗状況等を一覧としてまとめた。 

 資料４補足 地方創生道整備交付金の概要と本市における道整備交付金の事業につい

て、資料４を補足する意味で作成した。 

●資料や説明を踏まえ、各委員から意見聴取をした。 

発言者 発言内容 

委員 
レンタサイクル利用台数について、電動キックボードも含めそれ以外

の指標があるのか。 

会長 
地域再生計画を作成した当初にＫＰＩを設定しているため変更ができ

ないものとなっている。 

委員 
自転車歩行者専用道路について、獣害駆除と防犯対策をお願いした

い。 

会長 イノシシの対応と防犯対策について、調整を行いたい。 


